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STEAM教育

2



STEAM教育

Science（科学）
Technology（技術）
Engineering（工学）
Art（芸術、文化、生活、経済、
法律、政治、倫理等）
Mathematics（数学）
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STEAM教育のルーツ

アメリカで生まれたSTEM教育

Science（科学（理科））
Technology（技術）
Engineering（工学）
Mathematics（数学）
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日本におけるSTEM教育に通じる着想

国民学校教師理科教
育書籍『自然の観察』
1941年発刊
自然の観察に教科書は
不要

5胸組虎胤（2021）．STEM/STEAM 教育のカリキュラムと理科（化学）の学習 科学と教育，69，320-323.



STEM教育

6

A

B

C

D

E

問題

収束的思考
胸組虎胤（2022）． STEM教育からSTEAM教育への広がり 藤岡達也（編）よくわかるSTEAM教育の基礎と実例（ pp.15-29 ） 講談社



STEAM教育
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拡散的思考
胸組虎胤（2022）． STEM教育からSTEAM教育への広がり 藤岡達也（編）よくわかるSTEAM教育の基礎と実例（ pp.15-29 ） 講談社



小中高校の教育例
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大学など高等教育の例
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文理融合・STEAM教育 効果の指標
グローバルコンピテンス

因子名 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

グローバルな業務での交渉
15項目

専門知識を活用した新規業務の開拓
7項目

新規業務への柔軟な対応
7項目

因子間相関 Ⅰ 1.00 0.56 0.72
Ⅱ 1.00 0.66
Ⅲ 1.00

10杉谷祐美子（2022）． STEM・人文社会卒業生調査の比較――理系と人文社会系に差はあるか 日本編―― 山田礼子（編）STEM高
等教育とグローバル・コンピテンス――人文・社会との比較も視野に入れた国際比較――（pp.95-118） 東信堂



グローバルな業務での交渉 因子

11杉谷祐美子（2022）． STEM・人文社会卒業生調査の比較――理系と人文社会系に差はあるか 日本編―― 山田礼子（編）STEM高
等教育とグローバル・コンピテンス――人文・社会との比較も視野に入れた国際比較――（pp.95-118） 東信堂

No 項目

1グローバル企業で働く場合に、給与、待遇などを交渉した

2圧倒的に異文化の人々が多いといった環境でも学習した
・・・・・・・

13仕事をする上で社会科学分野（政治、政策、法律、経済、経営、社会学等）の知識が役立った
14海外事業に積極的にかかわった
15母語以外の言語を使って仕事のやり取りをした



専門知識を活用した新規業務の開拓 因子

12杉谷祐美子（2022）． STEM・人文社会卒業生調査の比較――理系と人文社会系に差はあるか 日本編―― 山田礼子（編）STEM高
等教育とグローバル・コンピテンス――人文・社会との比較も視野に入れた国際比較――（pp.95-118） 東信堂

No 項目
16仕事をする上で専攻する専門分野の知識を応用することがあった
17仕事をする上で専攻する専門分野の知識が役立った

・・・・・・・
20対立する意見や立場が異なる状況を自ら動いて克服した
21新しい分野や領域の考え方を取り入れてイノベーションに挑戦した
22既存の事例や研究から新たな視点や考えを生み出した



新規業務への柔軟な対応 因子

13杉谷祐美子（2022）． STEM・人文社会卒業生調査の比較――理系と人文社会系に差はあるか 日本編―― 山田礼子（編）STEM高
等教育とグローバル・コンピテンス――人文・社会との比較も視野に入れた国際比較――（pp.95-118） 東信堂

No 項目
23異なる文化背景を持つ人と組んで業務目標を達成した
24新たな事業やプロジェクトに対して挑戦する意欲を持っていた

・・・・・・・
27世界に対する広い視野を持っていた（グローバルな関心）
28海外出張をした
29仕事をする上で知り合った異なる文化背景の人と仕事以外で交流を持った



ピア・サポート
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ピア・サポートの定義

立場やおかれた状況など何らかの点で共通点を
もつ他者、すなわち仲間との社会的ネットワー
クに基づく情緒的ないし情報的支援である
（Dennis, 2003）

15
Dennis, S. D. (2003). Peer support within a health care context: A concept analysis. International Journal of Nursing Studies, 

40, 321-332. 

支援者被支援者

当事者性



ピア・サポートの種類

「助け合い」 「教え合い」

16松下健 (2021). 対人志向的ピア・サポートの訓練効果に関する実践研究 風間書房



ピア・サポートに関する海外の歴史
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ピア・サポートに関する日本の歴史
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ピア・サポートに関する重要な要素
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支援者（学生）被支援者（学生）

責任者（教職員）
松下健 (2021). 対人志向的ピア・サポートの訓練効果に関する実践研究 風間書房



ピア・サポートによる小学生の学力向上効果

1966年から2000
年に出版された90
論文のメタ分析
学力向上に効果
あり
対象者の特徴，
学校の特徴，そし
て介入の詳細につ
いては，論文によ
り情報量が異なる
課題が残った

20
Rohrbeck, C. A., Ginsburg-Block, M. D., Fantuzzo, J. W., & Miller, T. R. (2003). Peer-assisted learning interventions with elementary 
school students: A meta-analytic review. Journal of Educational Psychology, 95(2), 240–257. https://doi.org/10.1037/0022-
0663.95.2.240



ピア・サポートによる医学生の学力向上効果

客観的指標による知
識獲得効果は結果が不
安定
高等教育における教
育効果は今後の課題

21Burgess, A., McGregor, D., & Mellis, C. (2014). Medical students as peer tutors: a systematic review. BMC Medical Education. 
https://doi.org/10.1186/1472-6920-14-115



ピア・サポートによる対人関係改善効果
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分析対象論文の参加
者は中学生、高校生、
大学生など多様
対人関係の改善に効
果がある

Turk, F. (2018). Evaluation of the effects of conflict resolution, peace education and peer mediation: A meta-analysis study. International 
Education Studies,  11(1), 25–43. https://doi.org/10.5539/ies.v11n1p25



ピア・サポートの可能性
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成果の
向上

理解や興
味の向上

知識や技
能の向上

異なる特徴を持つ者同士の助け
合い。分担分業。

異分野の学生との交流による未
知との出会い。

教え合いによる知識・技能の共
有や修得の促進。

良好な
仲間関係

助け合いによる仲間関係の構築
と維持。



STEAM教育とピア・サポートの展望
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対象者

介入

効果

誰に対して
どのような特徴の人に対して

何を提供するか
どのように提供するか

何が変わるか
どのように変わるか

科学的な効果研究の蓄積
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